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要　約

　本研究の目的は，自己申告尺度によって測られるスマートフォンへの依存傾向が，スマートフォンに

関する主観的利用認識と実際の利用ログデータのどちらによって説明されるのかを分析することを通し

て，それが何を反映した指標であるのかを明らかにすることである。

　本研究では，事前に許諾を得たAndroidスマートフォン利用者602名の参加者の５ヶ月間のアプリ起

動に関する利用ログデータと主要アプリの利用に関する認識を訊ねたアンケート調査を組み合わせ，自

己申告尺度によって測られるスマートフォンへの依存傾向に関して構造方程式モデリング（SEM）適

用することで分析を行なった。結果として，利用ログデータから得られた実際の主要なアプリの起動回

数はスマートフォンへの依存傾向とほとんど関連しなかった一方で，それらのアプリ利用に関する自己

認識は有意に関連していた。ただし，週ごとのスマートフォン利用パターンが恒常的にかなり高い集団

は，それが低い集団に比べて有意に依存傾向が高いことも示された。

　以上の結果から，自己申告尺度によって測られるスマートフォンへの依存傾向は，基本的には主観的
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利用認識を反映する変数であり，起動に関する利用ログデータから単純に導かれる過度な利用とは異な

る側面を捉えた指標である可能性を提示した。

Abstract

　The purpose of this study is to elucidate what the self-report scales of “smartphone addiction” 

truly reflect by analyzing whether they are better explained by users’ self-perception of usage or 

by actual usage log data.

　In this study, we combined five months of app launch log data from 602 Android smartphone 

users who had given prior consent, with survey data in which participants reported their self-

perception of usage for key apps. The analysis was conducted using Structural Equation Modeling 

（SEM） to examine the relationship between “smartphone addiction” and these variables. The 

results showed that the actual frequency of app launches, as recorded in the log data, had little 

correlation with “smartphone addiction”, while the self-reported perceptions of app usage were 

significantly related. Additionally, it was found that users with consistently high weekly 

smartphone usage patterns exhibited significantly higher tendencies toward addiction compared to 

those with lower usage patterns.

　These findings suggest that “smartphone addiction”, as measured by self-report scales, primarily 

reflects users’ subjective perceptions of their usage rather than simply indicating excessive use 

based on objective launch log data, thereby capturing a different dimension of behavior.
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１　はじめに

　本研究は，自己申告尺度で測定されるスマート

フォンへの依存傾向が，主観的利用認識によって

説明されるのか，あるいは利用ログデータによっ

て説明されるのかを分析することを通じて，それ

が何を反映した指標なのかを理解することを目的

とする。

　スマートフォンは近年，その手軽さと利便性か

ら，利用が広く浸透し，もはや日常生活の一部と

なっている。総務省情報通信政策研究所（2021）

によると，我が国のスマートフォンの利用率は全

年代で92.7％，年代別に見ても10代〜40代で

90％以上に到達し，また若い世代だけでなく，

50代，60代においても80％を超過している。

　スマートフォンが日常生活の中に組み込まれる

一方で，過剰利用や依存傾向への懸念は「スマー

トフォン依存」あるいは，「スマホ依存」として，

それらに付随する身体的・精神的健康に関する問

題とともに，一般・学術問わず，注目されるよう

になりつつある。

　しかし，スマートフォン依存という言葉の認知

の広まり，研究領域の展開とは裏腹に，スマート

フォン依存は，（１）定義や測定スケール，（２）

何を反映した指標であるのかという２つの水準に

おいて曖昧であることが指摘できる。

２　先行研究

2.1　スマートフォン依存とインターネット依存

　スマートフォン依存は，その源流であるインター

ネット依存と多くの知見，問題点を共有している。

インターネット依存は90年代以降，もともと薬物や

化 学 物 質 の 摂 取 を 前 提 と し て い た「嗜 癖

（addiction）」の概念を，人々の行動（ギャンブル

や過食など）にまで拡大し，さらにインターネット

利用にも適用することで成立し，学術的な研究が

広まった（Griffiths, 1998; 1999; Young, 1996; 

1998）。Young（1996; 1998）は，DSM-IVで行動

抑制障害とされていた病的賭博の基準を参考にす

ることでインターネット依存を測定する尺度を発明

した。また，Griffiths（1998; 1999）は，インターネッ

ト依存を人間と機械の相互作用に関わる行動嗜癖

である「技術依存（technological addiction）」の

一部とみなし，「突出（salience）」「気分変容（mood 

modification）」「耐 性（tolerance）」「離 脱 症 状

（withdrawal symptoms）」「葛藤（conflict）」「再

発（relapse）」という行動嗜癖の６つの構成要素が

当てはまるはずであると主張した。

　知見の面では，スマートフォン依存はインター

ネット依存と同様，（i）長時間利用，（ii）利用を

減らそうとする試みの失敗，（iii）利用時にポジ

ティブな気分を報告し，そうでない時はネガティ

ブな気分に変わる，（iv）過剰な使用による（家

族や友人との間，職場や学校での）対人関係の問

題の報告が含まれることが知られている（Annoni 

et al., 2021）。

　一方で，インターネット依存は，定義やそれを

示す用語が統一されず曖昧であること（Byun et 

al., 2009），何を基準として依存を測るのかに関

する理論的な根拠を欠いており，治療や対策を必

要とする病理的な現象として扱うことに慎重にな

る必要がある（小寺，2014）ことが指摘されて

いる。スマートフォン依存においても，同様の課

題が残されたままである。

2.2　定義や測定スケールに関する問題

　スマートフォンの依存的な利用は，世界保健機

関（World Health Organization: WHO, 2019）

の定める『国際疾病分類第11版』（ICD-11）やア

メ リ カ 精 神 医 学 会（American Psychological 

Association: APA, 2013）の定める『精神障害の

診断・統計マニュアル第５版』（DSM-5）では，

アルコールや薬物，ギャンブル（あるいはゲー

ム（1））と異なり，精神疾患として認められていない。

そのため，さまざまな定義や用語，測定スケール
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によって，研究が進められているのが現状である。

　例えば，“smartphone addiction”という用語

では，インターネット依存（Young, 1996）を拡

張し，「個人および社会生活に悪影響を及ぼすに

もかかわらず，スマートフォンの使用を制御でき

ない状態」（Noë et al., 2019: 57）とするものや，

技術依存の一形態であり，行動嗜癖を構成する要

素 と 対 応 す る（Panova and Carbonell, 2018; 

Lin et al., 2014）といった考えなどが存在する。

　また，依存症として定義することの困難さから

近年よく用いられる“Problematic Smartphone 

Use”では，「スマートフォンを使用したいとい

う再発する欲求があり，それを制御するのが難し

く，日常生活の機能に支障をきたす状態」（Busch 

and McCarthy, 2021: 3）や「過度のスマートフォ

ン利用が社会生活，仕事，学業などの機能障害を

引き起こし，物質利用障害に類似した症状（利用

しないときの離脱，耐性，不注意な利用など）が

生じる状態」（Elhai et al., 2020）などが存在する。

　さらに，スマートフォンが利用できなくなるこ

とへの恐怖に焦点を当てた，“No mobile phone 

phobia”を表す“Nomophobia”という用語も存

在する（Rodríguez-García et al., 2020）。

　日本語の定義においては，「スマートフォンの

過剰使用によって日常生活が侵害されること，さ

らにスマートフォンを使用できない状態になると

不安や焦燥感などの禁断症状が現れる状態」（松

島他，2017：284）や「スマートフォンを使用し，

GRIFFITHSによる行動嗜癖６要素（突出，気分

変容，耐性，離脱症状，葛藤，再燃）に当てはま

る行動とする」（風間他，2020）などがある。

　いずれの定義や用語でも，インターネット依存

や行動嗜癖の概念を拡張し，「利用の制御の困難

さ」や「社会生活への悪影響」という点では一致

するものの，具体的な影響や生じる症状について

は必ずしも統一されていない。

　測定スケールにおいても，複数のものが存在し

ており，共通する部分もあるものの，それぞれの

構成要素は一致していない。

　例えば，Young（1998）のインターネット依存尺

度から派生したK-Scale（Kim et al., 2008）を元に，

それをスマートフォンに適用し，６つの構成要素（日

常生活の阻害，ポジティブな期待，離脱，サイバー

スペース志向の関係，過剰利用，耐性）を持つ

Smartphone Addiction Scale （SAS）（Kwon et al., 

2020）や，中国のインターネット依存尺度を改良し，

４つの構成要素（強迫的行動，機能障害，離脱，

耐 性） を 持 つSmartphone Addiction Inventory 

（SPAI）（Lin et al., 2014），大学生へのインタビュー

調査から特定された４つの構成要素（通信不能，接

続喪失，情報アクセス不能，利便性の喪失）をアン

ケート調査で検証したNoMoPhobia Questionnaire

（NMP-Q）（Yildirim and Correia, 2015）などが

存在する。

　こうした定義や用語，測定スケールの曖昧さか

ら，Panova and Carbonell（2018）によって，

スマートフォン依存についても，一般行動の病理

化（Kardefelt-Winther et al., 2017）の懸念が指

摘されている。

2.3　測定されるものに関する問題

　続いて，本研究と特に関連するのが，二つ目の

水準であるスマートフォンへの依存傾向に関する

尺度が何を反映した指標なのかという点である。

　Ellis et al.（2019）は，さまざまなスマートフォ

ンへの依存傾向を測定する尺度とAppleのScreen 

Timeアプリケーションから得られる客観的な利

用状況を比較する研究を行い，測定尺度と客観的

な利用の相関は一般的に低いことを明らかにして

いる。さらに，客観的な利用状況に基づいて高利

用者に分類された人が，自己申告データでも高利

用者に分類される確率は約57％であったことか

ら，自己申告によるスマートフォン依存尺度が客

観的な利用状況を予測することは難しいと指摘し

ている（Ellis et al., 2019）。

　また，自己申告利用時間が過大であるほどスマー
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トフォンの問題的な利用傾向が強いことも指摘さ

れている（Marciano and Camerini, 2022）。こう

したことから，自己申告によるスマートフォンへの

依存傾向は，客観的利用状況から単純に導き出さ

れる過剰利用とは異なる側面を捉えた指標である

可能性が考えられる。

　指標そのものが何を意味するものかと同時に問

題となるのが，スマートフォンへの依存傾向を説

明する際に用いる利用に関する変数が，どのよう

なものであるのかという点である。これまでス

マートフォンへの依存傾向の予測子に関する研究

の多くは，主観的利用認識を利用してきた（e.g., 

Akbulut Zencirci, 2018; Annoni et al., 2021; 

Park et al., 2021）。

　しかし，デジタル技術の進歩に伴い，スマート

フォンの利用行動は逐一記録・保存可能になった。

こうしたことから，自己申告による主観的な利用

認識と利用ログデータを比較検討する研究が情報

行動研究の分野で行われるようになってきている

（e.g., 中野・残間，2017；Verbeij et al., 2021）。

なかでも，Parry et al.（2021）は，情報行動研

究の観点から自己申告利用と客観的ログデータの

相関関係について，47の既存研究をレビューす

ることで次の点を明らかにしている。客観的な利

用状況は，自己申告によるデジタルメディアの利

用認識と中程度の相関しかなく，正確な利用が反

映されにくい上，問題のある利用との相関はさら

に低くなる（Parry et al., 2021）。

　この結果について，本研究において注目すべき

点は，主観的利用認識と利用ログデータに単純に

ズレがあることではなく，主観的利用認識には，

記憶や印象に残る利用とそうではないものがある

可能性が示唆されている点にある。つまり，主観

的利用認識は質問項目の設定にもよるが，個人の

スマートフォン利用の社会的文脈（木村，2021; 

Panova and Carbonell, 2018）を強く踏まえた

変数であり，利用ログデータとは質的に異なる性

質を持った変数である可能性がある。

　自己申告で測定されるスマートフォンへの依存

傾向が何を反映したものであるのかを理解するた

めには，それが主観的利用認識によって生じるの

か，客観的なログデータに基づいているのか，あ

るいはその両方に影響を受けているのかを検討す

る必要がある。そのためには，利用認識とログデー

タの双方をコントロールした分析を行うことが求

められる。

　既 に 木 村（2021） が，LDASU（Log Data 

Analysis of Smartphone Use）研究プロジェク

ト（2）において，主観的利用認識と主要なアプリ起

動に関する利用ログデータ双方を踏まえた，ス

マートフォン依存に関する試行的な分析を行なっ

ている。

　木村は，先行研究（Bianchi and Phillips, 2005; 

Csibi et al., 2018; 風 間 他 2020; Kwon et al., 

2013; Marty-Dugas et al., 2018; 松島他，2017; 

Yildirim and Correia, 2015など）を基に作成した

「スマホ依存尺度」の合計を従属変数とし，利用

認識と起動ログデータを独立変数として，回帰分

析を行なっている。独立変数には，YouTubeやネッ

ト動画，ライブ配信，ゲームなどの利用時間の認識，

LINE，Twitter，Facebook，Instagramな ど の 利

用程度の認識の他，2020年２月25日から28日まで

の３日間のブラウザやGmail，LINE，Twitter，

Facebook，Instagram，YouTube，Google Play（以

下，GP）カテゴリにおけるGame，Social，SNSカ

テゴリなどのアプリの起動ログ数と合計ログ数，

主観的生活水準などの変数を投入している。結果

として，LINEやTwitter，ゲームの利用認識，３日

間の合計ログ数，主観的生活水準で正に有意な関

連，Gameの起動ログで負に有意な関連がみられ

たことを報告している。

　しかし，木村の研究は，質問紙調査とログデー

タの比較検討による，それぞれが情報行動研究に

おいて持つ意味を明らかにすることに焦点を当て

ており，自己申告によって測定されるスマート

フォンへの依存傾向が何を反映した指標であるの
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かについては，十分に言及していない。また，投

入される変数に関しても，検討の余地が残されて

いるとしている。 

2.4　本研究の目的

　以上の議論を踏まえ，本研究では，LDASU研

究プロジェクトのデータを用いながらも，投入す

る変数を見直した上で，特に自己申告で測られる

スマートフォンへの依存傾向が何を反映したもの

であるかについて理解することに焦点を置きなが

ら，構造方程式モデリング（SEM）を用いるこ

とで，この問題をより詳細に検討していく。具体

的には，主要なスマートフォンアプリの主観的利

用認識と起動に関するログデータそれぞれが持

つ，自己申告尺度で測られるスマートフォンへの

依存傾向との関連について検討する。

　加えて，年齢，性別，主観的生活水準，起動に

関する長期的なログデータ（153日間）から導出

される時間毎利用のパターンと一週間毎の起動総

数のパターンとの関連についても検討する。主観

的生活水準を投入する理由として，木村（2021）

において，この変数がスマートフォン依存への大

きな関連要素であることが示されており，本研究

でも比較のために投入する。

３　手法

　本研究では，Rのlavaanパッケージ（v0.6.18，

Rosseel, 2012）を用いて，SEMによる分析を行

う。以下ではまず，分析に用いるデータセットと

主要な変数の概要について説明を行う。

3.1　データと対象者

　本研究は，LDASU研究プロジェクトの共同研

究パートナーであるフラー株式会社（Fuller, 

Inc．）が事前に許諾を得たAndroidスマートフォ

ン利用者のうち，2021年２月１日〜２月15日に

実施されたWebアンケート調査「LDASUメディ

ア利用に関するアンケート」（3）に回答した603人

（13〜79歳）を対象としたデータを用いた。本

研究では，これを同対象者の2020年３月１日〜

７月31日までの153日間のスマートフォンアプリ

の起動に関する利用ログデータと組み合わせて分

析を行う。

　起動に関するログデータは，フラー株式会社が

Androidスマートフォン利用者から許諾を得た上

で，利用者個人が特定できないような形でアプリ

の起動ログを取得したものである。１秒単位で画

面の前面にあるアプリIDが記録され，これを元

にGPでのアプリ名，開発元，分類カテゴリと照

合ができる。ただし，アプリ内に表示される情報

やブラウザアプリで具体的にどのサイトにアクセ

スしたかの情報，位置情報はデータには含まれて

いない。

　なお分析に際しては，ログデータから起動時間

が２秒未満のログを削除した。これは，機械的あ

るいは意図しない画面切り替えによって記録され

るログを取り除くための処理であり，処理後の有

効サンプルサイズは602，ログ数は13,060,890件

であった。また，以上から，本研究のログデータ

に基づく利用頻度は，利用者がアプリの画面を見

た（と考えられる）回数といえる。

3.2　「スマートフォン依存」

　一般的な概念としてのスマートフォン依存と本

研究における概念を区別するため，以降，本研究

におけるスマートフォン依存は鉤括弧付きで表記

する。

　「スマートフォン依存」は，木村（2021）が作

成した質問項目を用いた。具体的には，以下の５

つの項目に関して，「まったくあてはまらない」

から「とてもよくあてはまる」までの６件法で訊

ね，確証的因子分析を行うことで作成した。A．「ス

マートフォンを持っていないと不安やイラつきを

感じる」（離脱），B．「『やめなくては』と思いな

がら，いつもスマートフォンを使い続けてしまう」
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（葛藤），C．「スマートフォンを使うことで，す

べきことが後回しになり，日常生活に支障が出て

困る」（突出），D．「スマートフォンがないと，友

人とコミュニケーションがとりにくい」（自己支配

性），E．「自分の送信・投稿への返信・反応が気

になって，つい何度もスマートフォンを開く」（耐

性）。なお，分析に際し回答の値が大きいほど依

存傾向が強くなるように処理を行なっている。内

的一貫性を示すCronbach’s α＝0.83であった。

3.3　主要アプリの起動ログ１日平均

　主要なアプリそれぞれに関して，対象者ごとに

アプリの起動回数の１日平均を求めた。これは，

ログデータ期間内における起動ログ数の総和を，

データ期間の日数で割ることで算出した。主要な

アプリには，ゲーム系，YouTube，YouTube以

外の動画系（以下，動画系），LINE，LINE以外

のSNS系を設定している。それぞれの基準は以下

の通りであった。ゲーム系ではGPの分類カテゴ

リ 名 にGAMEの 文 字 列 を 含 む ア プ リ（e.g., 

GAME_ACTION，GAME_ADVENTURE）。

YouTubeは公式アプリ，動画系は，ABEMA，

Amazonプライム・ビデオ，niconico-ニコニコ

動 画，TVer，Paravi，Netflix，Hulu，FOD，

DAZN，dTVの文字列をアプリ名に含むものを抽

出した。LINEは，LINEのみ（LINE Liteなどを含

まない）。SNS系については，単体で変数とする

とアプリによっては起動回数が０になるユーザー

が非常に多くなるため，Twitter，Facebook，

Instagramを合計した上で平均を算出することで

一つの変数とした。なお，Twitterに関しては，

「Twitter」の文字列を含むアプリを抽出対象とし，

非公式クライアントの利用を考慮した。

3.4　時間毎利用パターンクラス

　期間内のログデータから，０〜23時までの１

ユーザーあたりの１時間ごとのアプリ起動回数の

総和を取り，標準化した値をK-shapeアルゴリズ

ム（Paparrizos and Gravano, 2016）に投入し

てクラスタリングを行うことで，４つのクラスを

作成した。なお作成には，Pythonパッケージの

tslearn（v0.5.2，Tavenard et al., 2020） を 利

用した。

3.5　週次利用パターンクラス

　期間内のログデータから，１ユーザー当たりの

一週間ごとのアプリ起動数の総和を取り，累積起

動数（23時点）に変換した上で成長混合モデル

によってクラスタリングすることで，４つのクラ

スを作成した。作成には，Rパッケージlcmm

（v1.9.3，Proust-Lima at al., 2017）のhlmeメソッ

ドを利用し，クラスごとに時間の影響が異なるラ

ンダム切片モデルを適用した。

3.6　主観的利用認識

　YouTubeや動画系，ゲームアプリに関する主観

的利用認識に関する質問項目は，「LDASUメディ

ア利用に関するアンケート」の調査時点である

2021年２月のメディア利用を訊ねる項目の中に

あり，利用状況については，10件法で回答を得た。

選択肢は，「利用なし」，「月１，２回以下」，「月３

-６回」，「週３-５回」，「ほぼ毎日：30分程度」，「ほ

ぼ毎日：１時間程度」，「ほぼ毎日：２時間程度」，

「ほぼ毎日：３時間程度」，「ほぼ毎日：４時間程

度」，「ほぼ毎日：１日５時間以上」であった。こ

の中で，YouTubeは，「YouTube（サイト・アプ

リ）」，動画系は「テレビ番組見逃し視聴サービス

（TVer，FODなど）」，「無料ネット動画の視聴（ニ

コ動，AbemaTV，Gyaoなど）」，「有料ネット配

信動画の視聴（hulu，Netflix，DAZN，Amazon

プライム，dTV，Youtubeプレミアムなど）」（4）で

訊ね，ゲームに関しては「ゲームアプリ・オンラ

インゲーム」で訊ねている。それぞれ，値が大き

いほど利用認識が大きくなるように処理をした。

なお，動画系については，回答を合計することで

変数の合成を行った（０〜27点，Cronbach’s α
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＝0.72）。

　LINE，SNS系は，普段の利用頻度に関して10件

法で回答を得た。選択肢は「利用なし」，「月１，２

回以下」，「月３-６回」，「週３-５回」，「日に１，２

回程度」，「日に５回程度」，「日に10回程度」，「日

に30回程度」，「日に50回程度」，「日に100回以上」

であった。LINEは項目をそのまま利用し，SNSは，

動画系と同様に，Twitter，Facebook，Instagram

に関する項目の回答を合計した変数を作成した（０

〜27点，Cronbach’s α＝0.70）。

　動画系とSNS系の利用認識について，起動ログ

同様，単独の項目では，該当サービスを利用して

いない回答者が多数存在することで，個別の効果

が小さくなってしまう可能性がある。本研究で知

りたいことは，個々のサービスの影響ではなく，

動画閲覧にどれくらい時間を割いているか，ある

いはSNSをどの程度起動しているかが「スマート

フォン依存」に与える影響である。そのため，個

別のサービスの影響は考慮できなくなるが，同一

カテゴリ全体としての利用が従属変数に与える影

響をみるために，動画系とSNS系の利用認識に関

する変数を合成することとした。

3.7　その他の変数

　主観的生活水準は「世間の生活水準にくらべて，

あなたの生活程度はどのあたりだと思いますか」

という質問文に対して，「上位」，「中位の上」，「中

位の中」，「中位の下」，「下位」の５件法で回答を

得た。また，年齢についてはセンタリングを行なっ

てからモデルに投入した。

４　結果

4.1　 時間毎利用パターンクラスと週次利用パ

ターンクラス

　時間毎利用パターンクラスのクラス数はエル

ボー法の結果と解釈可能性を考慮して決定した

（図１）。起動パターンの傾向から各クラスを，

日中から夜間まで起動が一定である01_day-

night（n＝227），夜間に起動が減少する02_day

（n＝93），朝と夜間にログ数が上昇する03_night

（n＝160），その他のパターンである04_other

（n＝122） と 命 名 し た。 最 終 的 に，01_day-

nightを参照クラスとし，ダミー変数としてモデ

ルに投入した。

　週次利用パターンクラスについても，時間毎利

用パターンクラスと同様に，解釈可能性を考慮し，

クラス数を４に設定した（図２）。パターンの形状

を基に，01_High（n＝53），02_Low（n＝198），

03_Low-mid（n＝214），04_High-mid（n＝137）

とし，02_Lowを参照クラスとしたダミー変数とし

てモデルに投入した。

4.2　記述統計と相関行列

　表１は，作成した変数を含む記述統計をまとめ

中央の線はクラス毎のアプリの標準化された起動回数の平均，灰色の
部分は１標準偏差

図１　時間毎利用パターン
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たものである。データのうち約63％が女性で男

性を上回っている。平均年齢は約40歳（SD＝

11.91）で，30代から40代までが中心であること

がわかる。

　表１の１日平均起動ログでは，分布が全体的に

べき分布に近くなっていることに留意しつつ，

LINE（M＝8.45，SD＝11.40） が 最 も 高 く，

SNS系（M＝5.75，SD＝12.42），ゲーム（M＝5.26，

SD＝9.13），YouTube（M＝2.13, SD＝4.41），

動画系（M＝0.25，SD＝0.82）となった。

　続いて，表２においてログデータと利用認識に

関する変数の相関行列を確認する。この時，ログ

データに基づく変数が正規分布していないことを

考慮し，相関係数にはスピアマンの順位相関係数

を用いることとした。

　YouTubeや動画系，ゲームに関しては，利用

頻度ではなく１日の利用時間を訊ねていることを

踏まえつつ，ログデータと利用認識に関する変数

の相関は，ゲームでは0.47，動画系では0.32，

YouTubeでは0.34，LINEでは0.43，SNSでは0.58

とYouTubeと動画系アプリを除いて一定程度の

相関関係があることが確認できる。動画系アプリ

に関しては，アプリを起動してから１回の利用時

間が長時間になりやすい可能性があり，起動回数

と利用時間では相関が低くなると考えられる。

4.3　SEMによる分析結果

　本研究では，従属変数である「スマートフォン

依存」と独立変数の一部である利用認識や主観的

生活水準に関する項目を同一のアンケート調査で

訊ねている。そのため，同一の調査から得られた

回答を利用することで変数間の関連が過度に強調

されるコモンメソッド・バイアスが生じ，ログデー

タよりも，利用認識や主観的生活水準といった変

中央の線はクラス毎のアプリの平均起動回数，灰色の部分は１標準偏差

図２　週次利用パターン

Variables % / M(SD)  range
性別：女性 62.62%
年齢 39.91 (11.91) 13 - 79

~20代 20.76%
~30代 29.40%
~40代 26.41%
~50代 18.11%
60代~ 4.32%

主観的生活水準 2.48 (0.99) 1 - 5
起動ログ：ゲーム 5.26 (9.13)
起動ログ：動画系 0.25 (0.82)
起動ログ：YouTube 2.13 (4.41)
起動ログ：LINE 8.45 (11.40)
起動ログ：SNS系 5.75 (12.42)
利用認識：ゲーム 3.12 (3.02) 0 - 9
利用認識：動画系 4.79 (5.73) 0 - 27
利用認識：YouTube 3.93 (2.70) 0 - 9
利用認識：LINE 4.05 ( 2.25) 0 - 9
利用認識：SNS系 4.95 (5.39) 0 - 27
時間毎：02_day 15.45%
時間毎：03_night 26.58%
時間毎：04_other 20.27%
週次：01_Hight 8.80%
週次：03_Low-mid 35.55%
週次：04_Hight-mid 22.76%
N = 602

表１　各変数の記述統計量
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数の関連が高くなる可能性が懸念された。

　そこで，コモンメソッド・バイアスの影響を確

認するため，ハーマンの単一因子テスト（Podsakoff 

and Organ, 1986）として，固有値1.00以上を抽

出条件に，アンケート調査の質問項目でモデルに

投入されたダミー変数以外の全ての観測変数（年

齢，「スマートフォン依存」，利用認識，主観的生

活水準）を用いて，探索的因子分析（最尤法，回

転なし）を行った。その結果，３個の因子が抽出

された。この３因子によって説明される全観測変

数の分散の割合は，40.3％であり，最も固有値の

大きい第一因子によって説明される全観測変数の

分散の割合は，27.6％であった。固有値1.00以上

の因子が１つ以上抽出され，その第１因子によっ

て説明される全観測変数の分散の割合は過半数を

超えなかったことから，本研究のデータにおいて

は，コモンメソッド・バイアスによる影響の可能

性は低いと判断した。

　図３は，SEMの結果をまとめたものである。

モデルの適合度を表す主要な指標は，CFI＝0.95，

TLI＝0.93，RMSEA＝0.04となっており，当て

はまりはかなり良かった。図中の数字は，標準化

推定値である。また，独立変数間の多重共線性を

確認するためVIF値を算出したが，値が10を超え

て問題となる変数は存在しなかった（表３）。

1 起動ログ：ゲーム -
2 起動ログ：動画系 0.13 * -
3 起動ログ：YouTube 0.24 * 0.35 * -
4 起動ログ：LINE 0.21 * 0.18 * 0.30 * -
5 起動ログ：SNS系 0.22 * 0.30 * 0.37 * 0.38 * -
6 利用認識：ゲーム 0.47 * 0.04 0.15 * 0.05 0.16 * -
7 利用認識：動画系 -0.01 0.32 * 0.17 * 0.01 0.09 * 0.26 * -
8 利用認識：YouTube 0.10 * 0.09 * 0.34 * 0.01 0.14 * 0.32 * 0.38 * -
9 利用認識：LINE 0.10 * 0.09 * 0.14 * 0.43 * 0.22 * 0.27 * 0.26 * 0.26 * -

10 利用認識：SNS系 0.05 0.17 * 0.27 * 0.16 * 0.58 * 0.31 * 0.39 * 0.34 * 0.41 * -
N =602 * p <0.05

4 9 101 2 3 5 6 7 8

表２　起動ログデータと利用認識の相関行列

Variables VIF

性別 1.17

年齢 1.34

主観的生活水準 1.07

起動ログ：ゲーム 1.45

起動ログ：動画系 1.15

起動ログ：YouTube 1.40

起動ログ：LINE 1.89

起動ログ：SNS系 1.69

利用認識：ゲーム 1.53

利用認識：動画系 1.57

利用認識：YouTube 1.43

利用認識：LINE 1.54

利用認識：SNS系 1.84

時間毎：02_day 1.32

時間毎：03_night 1.33

時間毎：04_other 1.44

週次：01_Hight 1.84

週次：03_Low-mid 1.52

週次：04_Hight-mid 1.81

表３　各独立変数のVIF値
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　モデル全体を通してp＜0.05で有意となったの

は，LINE，SNS系，ゲームの利用認識と主観的

生活水準，そして週次利用パターンの01_Highク

ラスを表すダミーのみであった。有意となった変

数の方向を確認すると，LINE，SNS系，ゲーム

アプリの利用認識が大きいほど，あるいは，生活

水準が高いと感じているほど「スマートフォン依

存」が強まる傾向がみられた。また，スマートフォ

ンの週次利用パターンが恒常的に高い集団は，そ

れが恒常的に低い集団に比べて「スマートフォン

依存」が高くなることも確認された。一方で，性

別や年齢，ほとんどのログデータから作成された

変数では，p＜0.05で有意な関連が認められな

かった。

　各標準化推定値の大きさを確認すると，利用認

識：SNS系（β＝0.18）が最も効果が大きく，次

いで利用認識：LINE（β＝0.14）と利用認識：ゲー

ム（β＝0.14），主観的生活水準（β＝0.10）と

なっている。ログデータから作成された変数で唯

一有意な正の関連がみられたのは，週次利用パ

ターン01_Highクラスダミー（β＝0.12）であり，

その効果は決して小さくない。

５　考察

　SEMによる回帰分析の結果から，ほとんどの

図３　SEMによる分析結果
CFI＝0.95，TLI＝0.93，RMSEA＝0.04，*** p＜.001，** p＜.01，* p＜.05

係数は標準化推定値。ラベルは，sex＝性別，c_age＝センタリングした年齢，liv_std＝主観的生活水準，log_gm＝起動ログ：ゲーム，log_yt＝起動
ログ：YouTube，log_vid＝起動ログ：動画系，log_line＝起動ログ：LINE，log_sns＝起動ログ：SNS系，sr_gm＝利用認識：ゲーム，sr_yt＝利用
認識：YouTube，sr_vid＝利用認識：動画系，sr_line＝利用認識：LINE，sr_sns＝利用認識：SNS系，DUP＝時間毎利用パターンクラス，WUP＝週
次利用パターンクラス，SPA＝「スマートフォン依存」に対応。外生変数には全て分散および共分散を設定しているが，煩雑になるため図には記載
しない。破線は，因子負荷量が固定された変数であることを示す（5）。
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ログデータに基づくアプリの起動回数は「スマー

トフォン依存」と関連がみられなかった一方で，

LINEやSNS系，ゲームに関する主観的利用認識

においては関連がみられた。これは，木村（2021）

の結果と比較して，大まかな傾向は一致している。

異なる点としては，ゲームログに有意な関連がみ

られなかったことと，大きな影響力を持つとされ

た主観的生活水準の影響は，それほど大きくな

かった点が挙げられる。しかし，いずれにしても，

本研究の分析結果は，自己申告尺度で測定される

「スマートフォン依存」が主に主観的な利用認識

を反映しており，起動に関するログデータから単

純に導き出される利用状況とは異なる側面を捉え

た指標であるという可能性を支持するものである。

　では，「スマートフォン依存」にはどのような

認識が強く反映されているのか。これを考察する

ために，有意な関連を示した主観的利用認識に関

する変数について検討する。有意な関連がみられ

たのは， LINE，SNS系，ゲームの利用認識であっ

た。これらのアプリは一般的に，比較的短時間・

単発の利用で済むとみなされるものである。もち

ろんゲームには長時間のプレイを要求するものも

存在するが，それが全てではない。一方で，有意

な関連のみられなかった動画系では，起動後にあ

る程度の長時間利用が予め想定されていると考え

られる。以上から，「スマートフォン依存」には

スマートフォン利用時に，想定していたよりも多

くの時間を費やしたり，何度も利用してしまった

という想定との乖離から生じる「反省」が反映さ

れている可能性が考えられる。

　生活水準との関連について，木村（2021）では，

生活水準の高い「リア充」であることが，スマホ

との密接な関係を強めると考察されている。本研

究では，これに加えて，生活水準の高い，経済的

に豊かな人々は自己管理（self-control）の意識

が強く，スマホ利用を自律的に制御しようとして

失敗した経験が印象に残るため，自己申告尺度で

測定される「スマートフォン依存」の傾向が強ま

る可能性を提示する。自己管理は，財政的な安定

や全体的な生活に対する満足度に対して正の関連

があることが知られている（Cobb-Clark et al., 

2020）。スマートフォンが〈手掛かり―行動―報

酬〉連鎖を強化することで利用を習慣化させるも

の（木村，2024）であり，その利用があまりに

も日常化する中で，利用を自律的に管理しようと

する意欲が，かえって自己申告尺度によって測定

される「スマートフォン依存」に影響を及ぼすこ

とが考えられる。

　起動に関するログデータに基づくほとんどの変

数は「スマートフォン依存」と有意な関連がみら

れなかったが，週次利用に関するダミー変数で関

連が確認された。具体的には，週次スマートフォ

ン利用の恒常的に高い集団では，それが低い集団

に比べて，依存傾向が有意に高くなる傾向がみら

れた。こうしたことから，過剰利用かつ「スマー

トフォン依存」に自覚的な人々が一定数存在する

ことが窺える。ただし，中高程度，あるいは中低

程度の利用を行う人々と，恒常的に利用程度が低

い人々を比較した場合，有意な違いはみられな

かった。Ellis et al.（2019）が指摘するように，

スマートフォンの利用と「依存」が単純に結びつ

く，あるいは対応するかは慎重に検討される必要

がある。

６　おわりに

6.1　まとめ

　本研究は，自己申告によって測定される「スマー

トフォン依存」が何を反映した指標であるかを理

解するため，主要なアプリおよび，アプリカテゴ

リの主観的利用認識とログデータの双方を統制し

ながら，SEMによる分析を行なった。その結果，

それが，主に主観的利用認識によって説明される

ことを確認した。特に，LINE，SNS系，ゲーム

の主観的利用認識が高いほど「スマートフォン依

存」の傾向が強まることが示された。一方で，起

12

「スマートフォン依存」はどこからくるのか：

主観的利用認識と利用ログデータを用いた分析� 山中惇史



動ログデータに基づく変数のうち，恒常的にス

マートフォンを高頻度で利用するユーザーを表す

ダミー変数以外には，有意な関連がみられなかっ

た。こうしたことから，「スマートフォン依存」は，

頻度に基づく客観的な過剰利用とは異なる側面を

反映した指標であることが示唆される。

　以上の結果は，インターネット依存から続く，

一般的な行動を病理的な現象として扱うことへの

懸 念（Kardefelt-Winther et al., 2017； 小 寺，

2014; Panova and Carbonell, 2018）をより強

調するものであったといえる。すなわち，行動嗜

癖の概念を安易に拡張し，「依存」を自己申告尺

度のみによって測定しようとする試みが，依存対

象に関する客観的な状況を限定的にしか反映でき

ないという問題を示唆している。自己申告尺度で

測られるスマートフォンへの依存傾向は，頻度に

基づく客観的な利用の実態を十分に反映しない可

能性があることから，実態のない「依存」を作り

出す恐れがある。そのため，治療や対策を必要と

する病理的な現象として扱うことは慎重になるこ

とが求められる。

　誤った病理化を回避するためには，スマート

フォンの利用の何が問題なのかを改めて明確にす

る必要がある。利用頻度のみしか考慮できていな

いことから，本研究のみで結論づけることはでき

ないが，「依存」を自己申告尺度によって測定し

ようとする場合，常に依存対象とそれに関する客

観的状況との関連が確認される必要はあるだろ

う。少なくとも今後，スマートフォンの過剰利用

やそれに伴う逆機能を病理として捉えようとする

のであれば，主観的利用認識のみに依拠しない測

定尺度の開発が求められる。具体的には，従来の

質問紙調査に加え，客観的な利用を捉えたログ

データも組み合わせながら策定される必要があ

り，ログデータを保有する企業あるいは，個人と

協力しながら，今後更なる研究が行われる必要が

ある。

6.2　限界と今後の課題

　最後に，本研究における使用したデータに起因

する４つの限界と今後の課題について述べる。

　第一に，動画，ゲームの主観的利用認識につい

て，利用時間を用いており，ログに基づく起動回

数との比較ができていない。利用時間と頻度は異

なる利用状況を表すものであり，将来的な研究で

は，これらについて，主観的利用認識とログデー

タで対応させることが求められる。

　第二に，主観的利用認識を訊ねた質問項目の回

答尺度が等間隔ではないこと，加えてそれらを一

部合成していることから，結果にバイアスが生じ

ている可能性がある。今後の研究では，等間隔尺

度を用いるなどの方策を取る必要がある。

　第三に，本研究のデータでは，利用者がスマー

トフォンの画面を実際に見た時間は不明である。

そのため，ログに基づく利用時間と，自己申告尺

度で測定されるスマートフォンへの依存傾向との

関連性を考慮できていない。この点については，

利用時間についての定義そのものを再検討し，ロ

グに基づく利用時間の活用を図る必要がある。

　第四に，主観的利用認識を訊ねた時期と起動ロ

グの期間が一致していない。そのため，一致した

期間のデータを用いることで，結果が変わる可能

性が残されている。

　これらのデータの限界から，本研究の分析は主

観的利用認識とログデータの厳密な比較には至っ

ていない。今後，主観的利用認識とログによる客

観的利用の厳密な比較を行うことで，自己申告尺

度で測定されるスマートフォンへの依存傾向につ

いて，さらに精査をすることが求められる。
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注
（１）2024年２月３日現在，DSMではInternet 

Gaming Disorderは公式な疾患ではなく検

討段階となっている。

（２）立教大学の木村忠正研究室，スマートフォ

ン利用者のアプリ利用データ分析事業を手

掛けているフラー株式会社（https://www.

fuller-inc.com/），三菱UFJリサーチ&コン

サ ル テ ィ ン グ 株 式 会 社（https://murc.

jp/）が2017年９月に設立した産学共同プ

ロジェクト。フラー社が事前に許諾を得た

Androidスマートフォン利用者のアプリ所

持や起動（利用）に関するデータなどをも

とに，人々の生活行動およびインターネッ

トの利用実態を分析する方法論と実践に取

り組んでいる。

（３） フ ラ ー 株 式 会 社 が 事 前 に 許 諾 を 得 た

Androidスマートフォン利用者を対象に

2021年２月に実施したオンラインアン

ケート。匿名化した上で，スマートフォン

ログデータとアンケート回答を組合せ分析

することの同意を得て実施した。

（４）「有料ネット配信動画の視聴」の質問文に

「YouTubeプレミアム」が含まれており，

YouTube変数と動画系変数には重複が生

じている可能性がある。しかし，それぞれ

の影響を確認する目的から，多重共線性の

問題がないことを確認した上で，このまま

モデルに投入することとした。

（５）パラメータの制約として，「各因子の第１

項目に対する因子負荷量が1.00」という

制約を置いている。そのため，この係数に

ついては，統計的検定も行われない。
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